
　

開
会
初
日
に
当
局
か
ら
提
出

さ
れ
た
議
案
は
、
財
政
の
健
全

化
を
示
す
令
和
２
年
度
の
市
健

全
化
判
断
比
率
と
市
資
金
不

足
比
率
の
報
告
な
ど
３
件
の
ほ

か
、
執
行
前
提
案
４
件
、
条
例

案
５
件
、
補
正
予
算
案
２
件
、

決
算
案
８
件
。

　

こ
の
う
ち
、
令
和
３
年
度
の

補
正
予
算
案
と
令
和
２
年
度
の

会
計
決
算
案
な
ど
16
件
を
決
算

等
特
別
委
員
会
（
鵜
浦
昌
也
委

員
長
）
に
付
託
し
、
審
査
し
ま

し
た
。

　

令
和
２
年
度
の
会
計
決
算

は
、
一
般
会
計
と
特
別
会
計
合

わ
せ
た
歳
入
総
額
が
前
年
度
比

14
・
３
％
減
の
７
７
０
億
２
１

６
４
万
円
で
、
歳
出
総
額
が
同

18
・
６
％
減
の
７
０
２
億
２
４

９
３
万
円
で
し
た
。

　

な
お
、
一
般
会
計
決
算
は
歳

入
総
額
が
７
０
８
億
６
９
４
２

万
円
（
前
年
度
比
15
・
２
％
減
、

執
行
率
91
％
）
で
、
歳
出
総
額

が
６
４
２
億
７
６
８
万
円
（
前

年
度
比
19
・
８
％
減
、
執
行
率

82
・
５
％
）
で
し
た
。

　

歳
出
の
性
質
別
で
は
、
人
件

費
や
扶
助
費
、
公
債
費
の
義
務

的
経
費
が
63
億
１
０
１
９
万
円

と
な
り
、
構
成
比
が
９・
９
％

（
前
年
度
比
３・
５
ポ
イ
ン
ト

増
）
で
し
た
。
ま
た
、
普
通
建

設
事
業
費
や
災
害
復
旧
事
業
費

の
投
資
的
経
費
は
４
３
６
億
７

２
４
９
万
円
と
な
り
、
構
成
比

が
68
・
０
％
（
同
６・
６
ポ
イ

ン
ト
増
）
で
し
た
。

　

そ
の
他
の
経
費
（
物
件
費
、

積
立
金
、
補
助
費
等
）
は
１
４

２
億
２
４
９
９
万
円
と
な
り
、

構
成
比
が
22
・
１
％
（
同
10
・

１
ポ
イ
ン
ト
減
）
で
し
た
。

　

こ
の
一
般
会
計
決
算
案
を
巡

っ
て
は
、
最
終
日
の
本
会
議
で

反
対
、
あ
る
い
は
賛
成
の
立
場

か
ら
討
論
を
行
っ
た
上
で
採
決

し
た
結
果
、
賛
成
多
数
で
原
案

通
り
認
定
し
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
（
担
当
・
木
村
聡
）

第
３
回　

定
例
会

第
３
回　

定
例
会

　

令
和
３
年
第
３
回
定
例
会
は
、
９
月
３
日
か
ら
22
日
ま
で
行
い

ま
し
た
。
復
興
創
生
期
間
最
終
年
度
で
あ
り
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
の
影
響
を
受
け
た
令
和
２
年
度
の
各
種
会
計
決
算
案

の
審
査
や
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
る
厳
し
い
財
政
状
況
に
対
処
し
地
方
税

財
源
の
充
実
を
求
め
る
意
見
書
提
出
発
議
案
な
ど
計
21
議
案
を
原

案
通
り
可
決
、
認
定
し
ま
し
た
。
ま
た
、
少
人
数
学
級
に
係
る
請

願
１
件
は
委
員
会
で
採
択
と
し
た
も
の
の
本
会
議
で
不
採
択
と
し

ま
し
た
。
一
般
質
問
は
10
議
員
が
行
い
ま
し
た
。

福　

田　

利　

喜　
　
議

大　

坂　
　

俊　
　
　
〇

伊　

藤　

明　

彦　
　
〇

及　

川　

修　

一　
　
〇

藤　

倉　

泰　

治　
　
〇

大　

坪　

涼　

子　
　
〇

菅　

野　

広　

紀　
　
×

佐
々
木　

一　

義　
　
〇

鵜　

浦　

昌　

也　
　
〇

伊　

勢　
　

純　
　
　
〇

蒲　

生　
　

哲　
　
　
〇

中　

野　

貴　

徳　
　
〇

畠　

山　

恵
美
子　
　
〇

伊　

藤　

勇　

一　
　
×

小　

澤　

睦　

子　
　
〇

大
和
田　

加
代
子　
　
×

松　

田　

修　

一　
　
×

木　

村　
　

聡　
　
　
〇

議案第 12号
令和２年度一般会計
歳入歳出決算

※「○」は賛成、「×」は反対。「議」は議長のため、採否に参加せず。

討論＝反対　菅 野 広 紀
　行政事務の包括業務委託について、契約した業務
が契約どおり履行されなかったにもかかわらず、契
約金額が満額支払われたことを疑問に思います。ま
た、ブランド米「たかたのゆめ」は復興のシンボル
として７年間にわたり取り組んできたと認識してい
ますが、今後も農家所得の向上につながるのかどう
か。地域交付金については、各コミ協で地域課題解
決に利用されていますが、地域活性化事業や市道改
良補助金など、既存の制度で対応できるものであり、
交付要綱の見直しも含め検討すべきと思います。

討論＝賛成　木 村 　 聡
　令和２年度は新型コロナウイルス感染症に立ち向
かった一年でした。その上で、生活困窮者自立支援
事業をはじめ、こころの健康推進事業、ふるさとハ
ローワーク管理事業など、以前からの取り組みをよ
り充実させるなど、成果も確認しました。また、交
通確保対策事業は、コロナ禍であっても市民生活に
欠かせないものであることが分かり、今後も持続、
発展させていく必要性を感じました。そのほか、一
次産業の担い手確保など、産業振興策も進められて
おり、適切な予算執行だと判断しました。

討論＝賛成　藤 倉 泰 治
　東日本大震災の津波から10年が経過し、市民とと
もに苦難の連続だった復興・創生期間を締めくくる
とともに、コロナ危機から市民の命と暮らしを守る
対策が加わった決算になっています。このうち、コ
ロナ対策として、本市は国の交付金を待つことなく、
他市町村よりも早く飲食業などの事業者に支援金を
届けることができました。また、大規模な復旧・復
興予算のもとでも、国の省庁と粘り強い折衝や行政
全体での知恵と工夫で懸命の財政努力が行われてき
たことが伺える内容となっており、賛成します。
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【表決が分かれた案件】

　

現
在
の
議
員
任
期
（
令
和
５
年
９
月
10
日
）
も
残
す
と
こ

ろ
２
年
間
の
折
り
返
し
を
迎
え
、
各
常
任
委
員
会
と
議
会
運

営
委
員
会
の
委
員
を
新
た
に
選
任
し
ま
し
た
。
ま
た
、
各
特

別
委
員
会
や
理
事
会
、
小
委
員
会
の
委
員
も
新
た
に
選
任
し

ま
し
た
。

常
任
委
員
会
な
ど

を
改
選

常
任
委
員
会
な
ど

を
改
選

総務常任委員

教育民生常任委員

議会運営委員

産業建設常任委員

総
務
常
任
委
員
会

教
育
民
生
常
任
委
員
会

産
業
建
設
常
任
委
員
会

復
興
対
策
特
別
委
員
会

広
聴
広
報
特
別
委
員
会

議
会
運
営
委
員
会
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鵜　

浦　

昌　

也

　

副
委
員
長　

伊　

勢　
　
　

純

　

委　
　

員　

大
和
田　

加
代
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倉　

泰　

治

　

副
委
員
長　

及　

川　

修　

一

　

理　
　

事　

鵜　

浦　

昌　

也

　
　

同　
　

藤　

倉　

泰　

治

▼
広
聴
小
委
員
会

　

小
委
員
長　

藤　

倉　

泰　

治

　
副
小
委
員
長　

畠　

山　

恵
美
子

　

委　
　

員　

松　

田　

修　

一	

　
　

同　
　

中　

野　

貴　

徳

　
　

同　
　

菅　

野　

広　

紀

　
　

同　
　

大　
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子

　
　

同　
　

及　

川　

修　

一

　
　

同　
　

伊　

藤　

明　

彦

▼
広
報
小
委
員
会

　

小
委
員
長　

鵜　

浦　

昌　

也	

　
副
小
委
員
長　

蒲　

生　
　
　

哲

　

委　
　

員　

木　

村　
　
　

聡

　
　

同　
　

大
和
田　

加
代
子

　
　

同　
　

小　

澤　

睦　

子

　
　

同　
　

伊　

藤　

勇　

一

　
　

同　
　

伊　

勢　
　
　

純

　
　

同　
　

佐
々
木　

一　

義

市
政
調
査
会

　

会　
　

長　

佐
々
木　

一　

義

　

副
会
長　

蒲　

生　
　
　

哲	

　

理　
　

事　

木　

村　
　
　

聡

　
　

同　
　

松　

田　

修　

一	

　
　

同　
　

畠　

山　

恵
美
子

　
　

同　
　

中　

野　

貴　

徳

　
　

同　
　

伊　

勢　
　
　

純

　
　

同　
　

鵜　

浦　

昌　

也

　

監　
　

事　

藤　

倉　

泰　

治

　
　

同　
　

大　

坂　
　
　

俊

総
務
常
任
委
員
会

教
育
民
生
常
任
委
員
会

産
業
建
設
常
任
委
員
会

復
興
対
策
特
別
委
員
会

広
聴
広
報
特
別
委
員
会

議
会
運
営
委
員
会


